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 研修先について 

○Español ３〜７ 

○Temas selectos de geografía de México 

○Taller de danza tradicional 

○Gramática 4 

○Taller de redacción y lectura en voz alta 

○Gramática 5 

○Gramática 6 

○Conversación 

○Literatura mexicana en 6 lecciones 

 

 研修内容 

 全ての研修期間 CEPE のスペイン語クラスに所属し、文化コースの授業と並行して自

身のスペイン語能力をできる限り向上させるよう努めました。最初のクラス分けテスト

で Español3 のクラスから学習を始め、その後４、５、６、７とテストに落ちることな

く順調にノルマをクリアしました。 

 

 自身の研修に対する感想，目標達成状況 

 自身の研修成果に関しては概ね満足しています。1度もテストに落ちることなく一定

の評価をキープできたこと、全ての基本的文法はもちろん日常会話やある程度の意見交

換が難なくできるようになったことで、メキシコを理解する上で必要なコミュニケーシ

ョン能力を身につけることができました。研修期間の限界もあり、レベル８のクラスを

受講することができなかったのは残念でしたが、私のような大学の第二外国語レベルの

語学力を持ってすると、ある程度低いレベルの基本的なところから学習を始めることで、

混乱を避けよりスムーズな学習ができたと思います。 

 

 苦労した点や，次期参加者へのアドバイス等 

前途の通り、スペイン語の能力に不安のある方、またスペイン語に慣れていないと感

じる方は考えるより少し下のクラスから学習を始めることをお勧めします。最初に実力

を測るテストを受けるのですが、自分の実力よりできすぎてしまった、または自分の実



力が発揮できなかったという人が多数です。クラスを選択する際に自分の実力をある程

度把握しておくこと、さらには授業がいきなりスペイン語のみで進められることを考慮

して少し低いレベルから始めると、その後の学習をスムーズに進めることができると思

います。Intermedio 2 のレベルまでは約 8 ヶ月かかりました。これはどのクラスから

始められるかにもよるので、毎セメスターごとにテストで失敗しないよう勉強しておく

ことが最も重要だと思います。勉強方法は人それぞれですが、私はとにかくクラスメー

トやメキシコ人が使うスペイン語をよく聞き、わからない部分を積極的に質問すること

でスペイン語を向上させることができました。幸いにも、私の近くにいつでも質問がで

きる友達がたくさんいたおかげだと思っています。なので、余暇の過ごし方は家にこも

らず積極的に誰かと出かけることもまた、いい経験になります。 

 

 生活について 

 日本から持参すべきもの 

基本的な持参物を除いて役に立ったのは、電気毛布です。メキシコの気候は変わりや

すく急に冷え込む夜もあります。着込めば大丈夫かもしれませんが、ベッドにいるダニ

などの退治もできるので、たくさん防寒具を持って行くよりは電気毛布を一枚持って行

くことをお勧めします。 

 

 現地の生活で苦労したこととその解決法 

 場所によって病院の質が非常に悪いです。特に公立病院に関しては満足な治療を受け

られない可能性もあります。シティ中心部付近の限られた公立病院以外はあまり信用せ

ずに、セカンドオピニオンを必ず求めに行くことが大切です。信頼度が高いのは圧倒的

に私立病院です。軽い病気の場合は近くの病院でも構いません。 

 

 日常生活に関する次期参加者へのアドバイス 

 実際メキシコの治安はかなり悪いです。そう感じない場合でも慣れるまでは誰かと一

緒に行動することをお勧めします。メキシコ人の友達がいればいろんな情報も手に入る

ので、少しずつどのように自分の身を守るかわかってくると思います。極端に言うこと

を前提にすると、始めは過度に怖がって行くほうがちょうどいいのかもしれません。困

った時は信頼できる人に迷わず相談してください。 

 

 本研修計画の改善のための提言等 

一点だけ、グアナファト研修の時期についてです。今回私たちは、広島と友好都市提

携を結んでいるグアナファトで研修を行ったのが今年の 3 月初旬でした。メキシコに到

着して約半年ほど経っていたのである程度コミュニケーションが取れる状態で行くこ

とができました。その結果、スペイン語でのグアナファトについての説明の趣旨をダイ



レクトに捉えることができ、また、グアナファト大学の学生とも充実した時間を過ごす

ことができました。以前の研修は到着して間もない頃に行われていたようですが、向こ

うの大学生からもコミュニケーションをとることが難しかったとの声も聞けたので、研

修の時期はある程度スペイン語に慣れてからが妥当だと思います。 

 


